
一 般 質 問 通 告 書 

 

                               6 年 5 月 24 日 

 

 弥 富 市 議 会 議 長 殿 

 

弥富市議会議員 高橋 八重典 

 

 下記のとおり質問したいので通告します。 

 

記 

 

書画カメラ 
☐使用する 使用しない（どちらかにレ点を付ける） 

※通告書提出後は、議長に許可を得ること（口頭可）。 

 

件  名 公共交通見直し判断の是非 

質問項目 

及び要旨 

(具体的内容) 

【1】デマンド交通「チョイソコ」社会実験の試算と実績について 

①社会実験を始める際の各目標値と想定費用は 

②社会実験後の各目標値に対しての実績値は 

③当初の試算から大きく外れた試算は有ったか 

 

【2】南部ルートの「チョイソコ」導入凍結について 

④1 人当たりの運行経費は 

⑤凍結した率直な理由は 

 

【3】公共交通活性化協議会の協議について 

⑥利用者の多かった校区だけでも進める意見の真偽は 

⑦中部運輸局からの地域公共交通確保維持改善事業の二次評価内の中で言われてい

る、結果理由等の深堀りや考察を進め、今後の知見に活用できるのか 

⑧東部・北部ルートでのデマンド運行計画は 

 

（別紙詳細） 

答 弁 者 市長・担当部課長 



 

件  名  

質問項目 

及び要旨 

(具体的内容) 

【4】社会実験データからの検証について 

⑨南部ルートにデマンドの社会実験までが当初から予定で有ったのか 

⑩社会実験から検証しても事業試算の範囲内でないか 

⑪社会実験説明会をした責任から凍結説明会の義務があるのでは 

⑫公共交通自体もしくは、その経費を凍結したいのでは 

 

【5】ライドシェアについて 

⑬ライドシェアの解禁を待って対応するつもりか 

⑭都心の様な需要は生まれず導入するので有れば補助金が必要となるのでは 

 

 

（別紙詳細） 

答 弁 者 市長・担当部課長 

 

件  名  

質問項目 

及び要旨 

(具体的内容) 

【6】社会実験データと地区を取巻く環境からの判断について 

⑮検証事項で整えた社会実験データからしても「南部ルートデマンド凍結」の判断

は変わらないか 

⑯本市の公共交通の未来構想は 

 

 

 

 

 

 

 

（別紙詳細） 

答 弁 者 市長・担当部課長 

 


